
「全国子ども家庭養育 

支援研究会」とは 

「日本 FH 協議会」、「全国里親

会」、「全国児童家庭支援センター

協議会」の３者が合同で研修会を

持ち、FH や里親家庭を退所した

児童たちのためにネットワークを

作っていこう、という方針で結成。

個人として参加します。 

 会長は、大分大学教授、相澤 仁

先生。 

 

 

 

 

 

 
地域と繋がり、 

退所した子たちの支援を！ 
     「全国子ども家庭養育支援研究会」が発足（２年８月１２日） 

日本 FH協議会では、８月１日、全国児童家庭支援セン 

ター協議会（全国児童家庭支援センター協議会会長・福井 

県児童家庭支援センター「一陽」所長橋本達昌氏）と

の間で「相互支援協定」を締結しました。（内容は下記） 

H３０年に、全国里親会とそして今年８月に日本 

FHと締結に至りました。 

これは、里親養育が主流になっていく中で、施設 

から FHあるいは里親へと措置児童が増えている現 

実があり、同時に養育者の困りや困難が増加してい 

る傾向が見られます。今年度は特に退所した児童が 

コロナの影響で困難な局面を迎えるケースが多々あ 

り、当面は、こうした子どもたちのアフターケアを 

全国に広げていかなければならないということで、来年度から１年に１回、各都道

府県を回り、合同の研修会を開催し子ども中心のネットワークを作っていこうとい

う方針になりました。（まず１回目は、相澤会長の大分県が候補に挙がっています。） 

 各地域で退所児童が集まって、「ランチョンミーティング」などを開き、退所児童

同士の交流を深めていくことも計画されています。 

 また、今 FH 家庭や里親家庭でも所謂「障がいのある子」の養育に苦労している

養育者が数多くいると思います。そんな方への支援のあり方を考えていくことも考

えられています。まだ動き出してはいませんが、これからの動向が期待されていま

す。                                  以下協定書です。 



 


